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研究主題 

「自己を見つめ、わかちあいの心をもち、よりよく生きようとする 田河っ子の育成」  
～問題解決的な学習過程で行う 特別の教科 道徳の授業を要として～ 

 

 

令和３年１０月２２日（金） 

壱岐市立田河小学校 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究組織図 

研究構想図 



                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮説①   「つかむ」過程で、道徳的価値に迫る課題を設定するための手立

てを工夫することで、児童が主体的に自分との関わりから、自分の

感じ方や考え方を明確にし、一人一人が課題を自分自身の問題と

して捉えることができるであろう。 

 

仮説②   「ねりあげる」過程で、教師が切り込み発問や切り返しの発問を

工夫し、児童の本音を引き出すようなねりあげの場を設定するこ

とで、子どもは他者理解を深めるとともに、多面的・多角的に考え  

        自らの考えを深めることができるであろう。 

 

研究主題 

 

主題設定の理由 

今日的課題から 児童の実態から 保護者・地域の実態から 学校教育目標具現化の視点から 

 道徳科の特質を生かした 

計画的な指導 

仮説③   道徳科の授業を要として、他の教育活動と密接な関連を図り、

教師が道徳的価値について意図をもって児童へ働きかけること

で、自己を見つめ、わかちあいの心をもち、よりよく生きようとす

る児童が育つであろう。 

 

 

「自己を見つめ、わかちあいの心をもち、よりよく生きようとする 田河っ子の育成」   

～問題解決的な学習過程で行う 特別の教科 道徳の授業を要として～ 

研究仮説 

自己を見つめる 

「道徳的諸価値の理解」を基に、教材などを手がかりと

して、これまでの自分と照らし合わせて自己の生き方を

考えようとする児童の姿 

 

わかちあいの心をもつ 

他者と対話したり協働したりしながら人には多様な考

え方や感じ方があることを理解することで、多面的・多角

的に考えようとする児童の姿 

 

 

よりよく生きようとする 
人としてよりよい自分でありたいと願い、人、社会、自

然などに自らが関わり、主体的に考え、判断し、自分の生

き方に生かそうとする児童の姿 

 

 

 

道徳科の授業改善 

家庭や地域との連携 

主題の捉え方 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<令和 2年度> 
校長    
教務・専科 
2年担任  
3年担任  
2組担任  
6年担任  
特別支援教育支援員 
養護教諭  
用務員   

 

松嶋真美子   
牧山 文幸   
𠮷田 貴徳   
神田 順子   
大川 伸生   
田口 智子   
末永 一美   
沖田 由佳   
堤   希   

 

教頭     
1年担任    
3組担任    
4年担任    
5年担任    
専科     
特別支援教育支援員   
事務職員  
学習支援ボランティア   

 

平本 幸大 
藤谷 真美 
榊原 智子 
井上 彩未 
桑原希代子 
市川 重信 
山口みゆき 
中西 貴喜 
大川 典子 

 

 

 

  
令和３年度 

全国学力・学習
状況調査（児童
質問紙より） 

本校独自の
道徳アンケ
ートから見
えること 

(42) 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動 

に取り組んでいる。 

（６年生児童 15名中）   当てはまる・・・11名   どちらかといえば、当てはまる・・・4名 

○ 毎時間、「一人調べ」や「ねりあげ」の時間を保障し、工夫した手立てを取っていることが、じ 

っくり考えたり深めたりする活動につながり、児童の中に浸透していると考える。 

児童の中に浸透していると考える。 

成果と課題 ○・・・成果  △・・・課題 

○ 「つかむ」過程で、課題を捉えさせるための教材提示の仕方や、焦点化するための発問が明

確になり、児童が課題を自ら考えることができるようになったこと。 

○ 主体的な課題設定により、児童が課題を自分のこととして捉え、ねらいとする価値に対し自

分の考えを表現することができるようになったこと。  

○ 「ねりあげる」過程で、児童の考えを深めさせるための、切り込みと切り返しの発問の設定の 

仕方について、定義付けができたこと。 また、それが、児童が多面的・多角的な考えに気付い

たり、本時の価値へと焦点化させたりする手立てになっていること。 

○ 「わかちあうすがた」や「ハンドサイン」などで、伝え方や聞き方について指導するとともに、

教師が意図をもって指名することで、「ねりあげる」過程が単に児童が考えを述べるだけで

はなく、本時の価値に迫るものになってきていること。 

△ 手立てが似たような内容や手段になってしまうため、より多様な方法を追究していくこと。 

△ 児童の本音に迫り、より多面的・多角的な考えが深まるよう「ねりあげる」過程の更なる充実

を図っていくこと。 

○ 授業で考えた道徳的価値を学校生活や学級ＰＴＡ研修会等で継続して指導することで、児童

が自分や友だちのよさに気付く姿が多く見られるようになったこと。 

○ 校内や教室内の道徳コーナーなどの工夫や学校行事、他教科との関連を意識した指導によ

り、児童の道徳的実践力が育っている姿が見られるようになったこと。 

△ 道徳科の評価を積み重ねながら、長期的に児童の変容を把握する必要がある。そのための

継続的な記録や引継をしていくこと。 

○ それぞれの価値に関する質問をし、４段階で回答させた。肯定な 

回答の割合が上がっているものが多く、生命尊重は１００％である。

本校の取組が、児童の道徳的心情や自尊感情の向上につながって

いると考える。 

研究同人 

道徳科の特質を
生かした計画的
な指導に対して 

家庭や地域との
連携に対して 

道徳科の授業
改善に対して 

<令和 3年度> 
校長    
教務・専科 
2年担任  
3組担任  
  
2組担任  
初任者研修拠点校指導員 
特別支援教育支援員  
養護助教諭 
           
 用務員   

松嶋真美子  
牧山 文幸  
𠮷田 貴徳  
竹尾 保香    
(榊原 智子) 
大川 伸生 
福田 好見 
山口 智美 
竹藤こずえ   
(中山 夏音）
堤   希  

教頭     
1年担任    
3年担任   
4年担任    
5年担任    
6年担任   
特別支援教育支援員   
特別支援教育支援員 
事務職員   
学習支援ボランティア 

馬場 諭治 
藤谷 真美 
井上 彩未 
中尾かおる 
北川  誠 
神田 順子 
末永 一美  
堀口たつ子 
中西 貴喜 
大川 典子 
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実践内容

事前指導

事後指導

仮説１
道徳的価値に迫る課題を設定するための手立てを

工夫することで、児童が主体的に自分との関わりか
ら、自分の感じ方や考え方を明確にし、一人一人が
課題を自分自身の問題として捉えることができるで
あろう。

仮説２
教師が切り込みの発問や切り返しの発問を工夫し、

児童の本音を引き出すようなねりあげの場を設定す
ることで、児童は他者理解を深めるとともに、多面
的・多角的に考え、自らの考えを深めることができ
るであろう。

〇本時の価値を意識し、学習の方向性をもつ 【アンケート結果の提示・
写真や具体物の提示等】

〇視点をもって教材に触れる 【焦点化の言葉掛け・事前読み等】
〇課題をつかむ

〇課題に対する自分の考えをワークシートに書く
【吹き出しを用いたり、考えの変化を記入でき
たりするワークシート】

〇考えを発表し、課題解決に向けて話し合う
【ねりあげの手順に沿って意図的指名】

★切り込みの発問→多面的・多角的な考え
を引き出す

★切り返しの発問→価値に深く迫る
〇課題に対するまとめをする

〇教材を通して追求し、理解した道徳的価値に照らし合わせて、今までの
自分を見つめ直す【アンケート結果の再提示・振り返りの手順の明示】

〇本時の学習を振り返り、自己評価をする
〇ねらいとする道徳的価値への思いを温める
【教師の説話・詩や写真、メッセージ動画等の提示・・・余韻を残す】

課題 （例）△△したとき、○○はどんな気持ちだっただろうか。

まとめ（例）□□□□して●●●●という気持ちだった。

ワークシートの工夫 主体的に捉えさせる
ための工夫

多面的・多角的に考え
させたり、自己を見つ
めさせたりする工夫

価値への思いを温めさせるための工夫

評価 共通評価表視点：①多面的・多角的な考えの発展
②価値への気付き、深まり

   年　 道徳科　　田河小学校

過程

1 ◇ 道徳的価値や教材に関連する提示を行う
が、意図や工夫が不十分なため、以後の
展開に生かされていない。

◇ ◇

◇ 教師のしゃべりで方向付けをしようとしてい
る。

◇ ◇

2 視点をもって教材に触
れる。

◇ 教材の提示の仕方に工夫が足りないため、
子どもが内容を把握できていない。

◇ ◇

3 自分なり の 課 題 を 考
え る。

◇ 焦点化が図られないために適切な課題が
子どもから出ず、教師が強引に課題を設定
している。

◇ ◇

4 　課題をつかむ。 ◇ 教師が用意した課題を板書するが、読ませ
たり、書かせたりする指示がなく、課題の把
握のさせ方が不十分である。

◇ ◇

6 　自分なりの考えを発表
し、本時の課題解決に
向けて話し合う 。

◇ 発表への姿勢が消極的なために、様々な
考えの交流ができず、発表を引き出す対応
も十分でないため深まらない。

◇ ◇

7 自分なりのまとめを考
える。

◇ 自分なりのまとめを書かせる場や時間を設
定していない。

◇ ◇

8 本時の課題に対する
まとめをする。

◇ 子どもの言葉でまとめさせないで、教師が
用意した言葉でまとめている。

◇ ◇

9 資 料 をと おして 追求
し、理解 した 道徳 的価
値に照らし合わせて、今
までの自分を見つめ直
す。

◇ 本時の道徳的価値に照らして、自分を見つ
める活動をしなかったり、したとしても書か
せることなく発表のみで済ませたりしてい
る。

◇ ◇

◆ 発表が消極的であったり発問に対する意見
が出なかったりするなど、道徳的価値の理
解に不安が残る。

◆ ◆

（１）本時の目標の達成度 ％ （２）子どもの主体的な学びの達成度

今年度の授業改善の視点
（３）ねりあげる過程を充実させ、本時の
　　 目標を達成する。

％
（４）一単位時間でふりかえる過程まで
　　 完結し、本時の目標を達成する。

授業全体の評価

ね
　
り
　
あ
　
げ
　
る

まとめにつながる協議の深まりは十分でな
いが、発表はある程度活発に行われてい
る。

子ども同士で意見をつなぎ合うとともに、教
師の効果的な切り込みの発問等により、ね
らいに迫る道徳的価値の理解ができてい
る。

自分なりのまとめを書かせる時間を設定し
たが、ねらいに則したまとめに導くことがで
きていない。

多くの子どもが自分の力でねらいとするま
とめにたどりつけるよう適切な手立てがなさ
れている。

子どもの言葉に教師が補足をしながら、ねら
いとするまとめに導いている。

子どもの力でねらいに則したまとめができ
あがっている。

自分を見つめる活動は行ったが、性急な変
容を期待する内容であったり、発表をさせた
りするなどの表面的な活動に留まっている。

本時の道徳的価値に照らして、今までの自
分を見つめる書く活動を設定するなど、道
徳的価値の理解を自分自身との関わりの
中で深めさせている。

子どもの学びの姿

子どもの発表は活発に見えるが、一人調べ
で考えたことの発言に留まり、考えの広が
りや深まりが足りない。

子どもの発表が様々な視点から活発になさ
れ、多面的・多角的な見方を経て、まとめ
にたどりついている。

学習活動 《第一段階》 《第二段階》 《第三段階》

つ
　
　
か
　
　
む

　道徳的価値や教材の
内容に関連する提示物
を基に、学習への方向
性や動機をもつ。

工夫された導入により、子どもたちに一定の
動機付けや方向付けができている。

五感に訴える具体物の提示等により、以後
の展開を意識した学習への動機付けや方
向付けができている。

教師の言葉と子どもの発言の量がほぼ同じ
くらいである。

教師の言葉が少ない。

教材を把握させる工夫はあったが、不必要
な内容の再確認をする等、活動に精選の余
地がある。

一度の教材提示でしっかり把握させる工夫
があり、一人一人の子どもが短時間で教材
の内容を把握できている。

焦点化が不十分なために子どもの考えが分
散したが、教師が支援しながら、適切な課
題に導いている。

的確な焦点化により、適切な課題を子ども
の考えで設定できている。

課題を決め、教師の指示でノート等に書か
せたり、一斉読みをさせたりし、理解度を確
認している。

課題を決め、板書と同時に自分の課題を見
直す習慣が付いており、黙読や一斉読みを
通して課題意識を高めている。

道徳科
共通評価表

                　教諭



道徳科の特質を生かした計画的な指導 家庭や地域との連携

道徳授業参観で保護者・地域へ発信

学級通信で毎回の学習内容を知らせる

道徳的価値と結び付けた学級ＰＴＡ研修会の内容(令和２年度）

指導案の中に、他教科との関連・学習の系統を指導案に明記する

校長室前や各教室の
道徳コーナー

仮説３ 道徳科の授業を要として、他の教育活動と密接な関連を図り、教師が道徳的
価値について意図をもって児童へ働きかけることで、自己を見つめ、わかちあ
いの心をもち、よりよく生きようとする 児童が育つであろう。道徳科の授業を要として教育活動全体の中で

１年生 通学路のゴミ拾い C-(12) 勤労、公共の精神

２年生 壱岐市農協の集荷場見学
C-(15) 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度

３年生 安国寺での座禅体験 B-(8) 礼儀

４年生 畜産農家見学 D-(18) 生命尊さ

５年生 壱岐市歴史探訪
C-(17) 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度

６年生 海上からの内海湾探索
C-(17) 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度

取組の継続のために

道徳ファイル
資料ファイル

５年生

「くずれ落ちただんボール箱」

B-(7)親切、思いやり

「６年生に喜んでもらうために」
という思いをもって


